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社団法人日本外洋帆走協会

NORCニュースの刊行が大変遅くなりまして盛り沢山の記事を並べましたことをお詫びしますが

最后までお目通しの程をお願いしますo

会員各位におかれては、ますますお元気で帆走技術の向上にご精進の程感銘の至りですo

季節ともなりましたので、海上の賑いも一段と増し、大型船の航海も輻綾してきましたことでもあ

り、海事当局よりも航海の安全を強調してきておりますので充分にご留意願います○

当協会の登録艇並びに会員も関東支部を筆頭に各支部とも著しく増加してきましたことは偏に会

員各位の御協力によるものと存じますo
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お知 ら せ

本年度の計画に基いて、目下準備しておりますものをお知らせいたしますoその節は万障お繰り合

せの上御出臨御参加下さって親交を温め乍ら潮気談議に過して頂きたいと念じております。

才1回八丈島レース経過報告会（既報）

日時昭和42．6．9（金）18：00

ところ日本船舶クラブ会議室（虎の門）

演題1．各参加艇長による経過報告

2その他

1967年度講演会（既報）

日時昭和42．6．22（木）18：00

ところ日本船舶クラブ会議室（虎の門）

演題1.巨大船とヨット日本海事広報協会常務理事今井金矢

2.外洋ヨットの航行東京商船大学教授上坂太郎

1967年（上半期）レース入賞艇表彰式及び懇親会

日時昭和42.ス16（日）13：00
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ところ江の島ヨツトクラプ

会費多500（1名につき）

◎表彰式終了后直ちに懇親会に移ります。

4．クルーザー海洋教室（海事普及委員会担当）

才1次座談会

日時昭和42．8．23（水）18：00

ところ日本船舶クラブ会議室

才2次クルーザー試乗会

日時昭和42．8．27（日）08：00～16：00

ところ三嶬城ヶ島周辺巡航

（油壺集合）

（備考）一般愛好者及び海洋少年団員の希望者を対象として開講します。会費は多2‘OOO

（才1．2次合計）徴収します。試乗艇提供を願へるオーナーの申し出をお待ちしま
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回第4回通常総会の終了報告

既報のとおり、又会員各位ご多用のところ奮ってご出席いた冒き終始なごやかな雰囲気のもとに、

慎重にご審議いた宙き才1号議案より才5号議案まで異議なく承認されましたことをご報告いたし

ます。

会員数704名出席者数280名委任状106名

各地支部よりご出席の各位には深甚なる敬意を表します。なお、承認議案の内、特記事項としまし

ては、

0）西内海支部結成については現地広島より田中敬一氏が出席され詳細な資料の提出と説明によ

り、満場一致にて結成に賛意が表明されました。

（2）外洋レース及び安全規則の制定を計り、今年度は関東支部において実施他支部においては

研究のうえ実施する方向に進み、43年には各支音蹴一実施とする。

（3）計測規則については関東支部にて統一して行う。

仏）脱会者の艇はクラプバーヂとエンサインの掲揚は禁止する。セール番号はそのま皇の使用で

も差し支えない。

以上

－2－

。、

▼

一
℃



回関東支部総会終了報告

才4回通常総会終了に引続き開催いたし、才1号議案より才4号議案まで異議なく承認されましたo

承認議案の内特記事項としましては、

《）計測、安全及びレース各委員会にてそれぞれ各分野に嘱する1967規則の帝'淀

②レース委員会提案の「八丈島レース」「大島回航レース」「シリーズカツプレース」等の

新規実施従来のレース旗を廃止して下図のレース旗を制定
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(頒布価格 夢500）

(3)計測委員会提案による計測証明書（計測委員長署名）の発行､RORo計測法の習得（今

夏小林和夫氏英国出張の折習得依頼の予定）

以上

回第9回理事会終了報告

才4回通常総会開催当日同所にて11：00より下記理事出席のもとに開催、審議の結果異議なく

承認された。

関谷会長、古屋秋田、飯島、則武横山渡辺、舛山、大儀見関摂角田、大侭丹羽、

井上角理事

議案

才1号昭和41年度事業報告及び42年度事業計画の承認を求める件

才2号昭和41年度収支決算書及び42年度収支予算の承認を求める件

才5号資産の変更（登記事項の変更）

才4号西内海支部の結成承認の件

才5号その他

《）新入会員の入会承認

（2）著しく会費の納入を怠った会員の除名承認
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(3)NOROレース旗制定に関する件

回練習船海王丸便乗終了について

才1回は日本丸、今回は海王丸と航海訓練所の特別のお計いで去る5月1日～3日に亘って実施し

ました。飯島専務理事を団長喝井上京都支部長が総監督となって同志28名、参加者一同貴重な

体験を修められて無事下船しましたo

数々 のご指導を賜わった海王丸の教官始め関係者ご一同に厚くお礼申し上げます○

ユ．

’囹各委員会よりの報告

総務委員会

常任委員会の開催

才15回..…･昭和41．12．6（,火）18：30出席者17名

議題

1．才4回小網代カツプレースの終了に伴う諸報告

2．各委員会の実施事項および来年度の実施計画について

ろ．その他

昭和42年度

才1回………昭和421．25（水）18：30

議題

’、才4回総会資秘招集準備について各委員会よりの発表

2．西内海支部結成について

3．その他

才2回………昭和42．2．15（水）18：00出席者15名

議題

1．1967年安全規則の検討、審議

2．1967年計測規則の検討、審議

5．1967年レース規則の検討、審議

4．その他

才3回………昭和42．3．15（水）18：00出席者．17名

議題
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1．才9回理事会及び才4回通常総会終了に伴う経過報告

2．海王丸乗船実習訓練の終了について

ろ．初島レース（4／1～2）開催に伴う帆走指示書等の審議

4．その他

才4回………昭和42．4．5（水）18：30出席者14名

1．「才1回初島レース」終了に伴う経過報告

2．「八丈島レース」開催について

A･帆走指示書

B・歓送会及び前夜祭

C.特別安全装備品

D・その他

才5回………昭和42．5．17（水）18：3'0出席者15名

議題

1．「才1回八丈島レース」終了に伴う経過報告

2．「才1回大島廻航レース」〃〃〃

ろ．「才17回大島レース」（5／27～8）の開催について

4．横浜フリートの近況について

5．その他

A)20眼未満の舟艇登録申請に対する措置

B)その他

P
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3.安全委員会

安全規則の制定に伴い下記のとおり安全検査委員会を開催し、
マ

安奎説員|｣の市I｣疋に伴い卜冒dのとおり安全検査委員会を開催し、規則条文と実地検査との格差

等及び「八丈島レース」の装備等について討議した○才1回42．28，才2回42．5．17

安全規則一般規程才5条才3項による検査日は下記のとおりに決定しました。

4／’5／75／216／46／18

なお、安全規則を熟読されて受験に万全を期する様特に要望します○

g.計測委員会

計測規則制定により委員会としては下記のとおり集会を開き実施に万全を期する様討議しま
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した。目下「言嗣l手引き」上梓中ですから近々会員各位のお手許に届きますから、ご精読を願い

ます。

委員会開催日～1月10日、2月8日､4月6日

なお、本年度の計測実施日は下記のとおり.に決定しました。
● ●

4月9日5月21日6月4日、18日7月2，日、16日

8月6日、2．7日9月10日、2．4日10月8日、1．5日
●

11月5日、19日12月3日

注～・印は予備日

，

０

へ

4．レース委員会

本年度計画のレースは無事相次いで終了しております。経過報嵩成績表及び会計報告等は後

述のとおりですo

な謁前号（才12号）にて報告未済の才4回小網代カツブレース報告書も記載します。

A)*1回初島レース

B)"1回大島廻航レース

o)*1回八丈島レース

D)"4回小網代カツプレース(1966年度開催済）

ユ96，7年度第ユ回初島レース報告

レース帆走委員長稲富敬

1 ．スタート：へ

昭和42年4月1日（土）20：00

2．コース：

小網代一初島（反）一小網代約48浬

5．出走艇19隻参加人員98名、

4．天候NEを中心とした微風

5．レース経過

初島までの往航は微風の追弔。復航は殆どポートタツクの上りのレースであった。

月俵の成績表に見られるとおり、4月2日の午前4時5分から40分にかけて殆どの艇が初島

に至晴した。
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ファーストホームした最大艇ミスサンバードは初島に午前4時5分に1位で至り着しているが、

修正時間では小型艇に1時間近く、リードされている。

即ち往航追手の順位は、1位・ケロニヤ、2位・シヤークェ3位・熱4位・高麗5位・

ミューズ等の小型艇が上泣を占めている。

逆に復航のクローズ・ホールト‘でI入1位・さがみⅡ、2位・潮風皿3位・シレ六4位・

トンガ、5位・JOVIAI｣-5である○

6．レース運営

才2回艇長会議は行わず、運営本部（丸八旅館）に於いて出艇申告を受付けたo

レース海域を終始警備して下さった下田海上保安部げんかい乗組の方々、並に関係海_H呆安庁

の皆様に厚く御礼申上げますo

以上

ユ967年第ユ回大島廻航レース報告書

レース帆走委員長関根久

1．参加申込17隻出走13隻参加人員62名、会員51名、非会員11名o

2．艇長会議で甲し入れたこと

（1）才2回の艇長会議は行なわない。

②スタートラインに到着した艇は確認のためロータスに連絡のことo

3．スタート時の天候NE風力1～2曇

4．レース前にロータスに艇名を告げたのは11竜王丸川！'オリンパスⅡ川の2艇のみ

5．レース運営上必要と思いスタート15分前にロータスよりサーチライトで1隻づつ確認してい

た処、1レース艇より'1サーチライトを消せ'!との罵声あり、レースの安全の為ベストを尽してい

るのに大変残念であり不愉快であったo帆走委員の任務を防害するような行為は今後ないよう、

全出場艇にお願いしたい。

6．レース経過

N-NE､風力1－4，時を視界悪く後半雨があるも大体順調o大島迄は追手で直行、帰路時

折の凪になやまされるも、トップ艇が約24時間で入り、その後1時間30分の間に11隻がフ

イニツシユした。サルモンⅡは少しおくれ、ジユンプライドはトップに遅れること8時闘唯1

－7－



隻の遅れのために保安部として心配されたらしい力、大島を廻って来れば普通でも5～10時間

の差は出る筈である旨を連絡諒解を得た。

7日09：10ラスト艇フイニツシユしてレースを無事終了した。

ス保安部との連絡

5日20：00、出艇申告終了を連絡

6日O1g4515艇スタートしたこと、天候を報告

次の連絡は当方より1－2：00行なうことを申入れる。それから当直をたてることを報告。

05：00スタートした報告がないと保安部より電話あり。

06：00電話してみたが前回の報告の繰返しのみ。

12：00現在の処異常ないらしいことを報告

レース艇入港する迄連絡不要と云われる。

7日01：50ろ隻フイニッシユを連絡

02：3012隻フイニツシユを連絡

06：00ジユンプライト‘の消息を問合わせあり

09：30全艇フイニツシユを連絡

09：45レース終了を報告。ジユンプライドの遅れた理由を調査してくれとの事o

lO：ろO何等大きな事故のなかったことを報告。

以上

8．航跡図チェックした処、帆走委員の方から依頼した1時間毎の位置記入が少なかったo1位の

！'ケロニア'’2位のⅡオリンパスⅡ11は航跡図も正確であり定時の位置記入もあり、真面目なレ

ース態度がはっきりと読みとれてNOROの堅実な進歩を感じさせてくれた○

2次のレースの反省

1，申込はNORO本部へ行ってほしい

2．艇長会議で帆走委員からの説明をよく聞くこと

3．帆走指示書をよく読んでレースに出ること

4．出獄腱は、艇の整備を万全にして安全に走ってほしい

●

『
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第 1回八丈島レース帆走委員会報告

八丈島レース帆走委員会委員長大儀見蕪

今回の八丈島レースは，日本における初の本格的外洋レースとして，初めてクラスⅢ以上の艇の

みを対象として,RORcあるいはCOAの外洋レースめ規準に準じて行まわれたので，様々の新し

い問題にもぶつかり，かつ耀決し左ければならない多くの課題もあった。

まづこの報告のはじめに理事会，関東支部常任委員会，特に安全委員会，レース委員会，現地設営

の東海支部をらびに八丈島レーース帆走委員会に名を連らねた諸兄の激励と援助がなければ，今回ほど

スムーズに，かつ短期間にレースを成功させることは至難のことであり，こういったNORCの全体

としてのバックアップによ･って初めて成功することができたことを記して感謝したい。

〔歓送会〕

4月23日に江の島ヨツ:トクラプで行なわれた歓送会は次のよう左目的で企画された。

1．初の本格的外洋レースとして，ヨット仲間全体でこの壮挙を祝し，レース参加者を激励し，景

気をつける場を持つこと。

2．色々を意味で関係官庁，報道関係者の間では注目されるレースと左ると思われたので，事前に

NOROがこのレースを主催することについて充分主旨を徹底させ，かつ取材の機会を作ること。

この主旨に基いて，海上保安庁，日本ヨット協会，神奈川県，江の島ヨツトクラプ，新聞及び雑誌

の編集者，連動部長等に案内状が送られた（計52名)｡

当日は各方面の招待者を含くめ,NORO関東支部の会員を中心に160名から170名位が集ま

り，大変盛大な催しとなった。報道関係者の出席は少なく，2～3名程度であったが，本部及び当日

会場への電話による問合せもいくつかあり，一定のPRには左つたと思われる。

なれ:堂い催し左ので，どうなるのかと聿前に取り越し苦労の心配もあったのだが，総務委員の名和

さん，飾り付けの写真提供の伊橋さん，江の島ヨットクラプの藤村さんその他多くのメンバーの力に

よって予期以上の成果を得ることができたと思う。

左お，歓送会の前にレース出場艇のクルーーを対象に馬塲さんに八丈島レースについての気象の話し

をして頂いた。各艇供最低一名は出席し，結果的にはレース中非常にめぐまれた気象状況に左り，気

象の点では高気圧の張り出しによる無風がむしろ心配に左るような状態だったが，4月末から5月初

めにかけこの本州南岸で予想されるいくつかの気象の形についての具体的左説明は大変参考に左った°

〔前夜祭〕
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例年の鳥羽パールレースで大変お世話に左っている御木本真珠島の方々に今回も大変便宜をはかっ

ていただいた。いそがしい観光シーズンの卜・真ん中にあれだけ面倒を見ていただいたことを深く感謝

したい。

鳥羽レースの名物，飯島さん一流の参加艇照介が閏かれ表かつたのは残念だったが，鳥羽保安部長，

鳥羽市助役，地元の報道関係者多数が参加して，いよいよ本番前夜の緊張感はあったが，「よし，い

つちようやるぞ」「がんばってこい」といった調子の壮行会としては最高のムート鯵だった。

回航途中，潮風Ⅲがシャフトごとプロペラを相模湾の海底に落としてしまったため，遂に参加でき

ず，参加艇は結局，＜ミス．サンバーート｡＞，＜マイグレーター＞チタⅢ，さがみⅡとくチルデ＞

5艇となった。

出場人員はくミス．サンバード＞の13名を筆頭に，最少限の4名のくチルデ＞主で，5艇で

計38名，全体としては非常に若いグルーーフ・となり，現在までどちらかというとJOG中心のNoRO

が初めて取り上げるクラスⅢ以上の本格的外洋し．－スとして，クルーーの面でも新しい有能な若手グル

ープが養生されてきていることを感じさせた。なおスタート前に現地設営でいろいろ努力して頂いた

名古屋の鈴木さんより激励の電報が届いた。

〔艇長会議〕

前夜祭の前に行なわれた艇長会議では次のことが行をわれた。

1．帆走指示書に主るSOS自動発信機等の特別備品について各艇長の確認をとること。

2．鳥羽より海上保安庁の巡視船「は誉ちどり」が伊良古水道を各艇が出るまで附くこと，八丈島附

近rlj巡視MM雌いが，横須賀保安本部主り，途中飛行機によそ確認はする予定のことを伝達。

ろ．4月27日に東京に帰港した，測量船晦洋」に主る最新の黒潮情報に｡/rて(Z説明,4月初めには

潮岬から鰯雷一直線に御蔵島あたりを中心として流れてWを黒潮が4月中旬には，やや蛇行する形ご潮岬か
ら少し南に下がってから北東流して，御蔵島を中心に房総沖に抜けていること，中心流速はきわめて

速く,4Ktから3Ktぐらいあること。中酷“ま表面水温が2弐.らいあり，ほぼ19oぐらいのととZ)を境と

Lズ,かな蝿月確に黒潮力確認できると＆大劃奇の南しq並嬬+廻りの1Ktぐらvの反”診ると＆等を説堀

4.RoRoでTCFとともに，レースに主っては使用しているレーテイングに基づくBasic

SpeedFoctor(BSF)について説明。各艇のレーテイングを基準にして，経験に基づ

いて割り出された方程式によるその艇の推定平均航行速力のことであるが，特定の距離のレースコー

スを走るに要する推定所要時間をこれによって算出し,OOAで広く採用されているタイムアローワ

ンス方式によるハンデイキヤヅフ・を計算するのに用いられる。今度の305浬の八丈島レースの場合

下表のように左り，トップのミスサンパート・のBSFは621.2秒，つまり,1浬走るのに10分

－10－
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21秒を要することになり，平均推定速力は6Ktを少し下廻る程度ということに左るoこれで50

5浬のコースを廻ると52時間37分，5月3日1200のスタートで城ケ島フイニツシユが，5月

5日1637頃と計算される。

このBSFによる推定所要時間は，レース運営上の問題として，レース艇の実際の所要時間を予測

するための，かなり確実左根､･となるので大変便利である。それから，参加各艇にとっても，各艇間

の大雑束左時間のハンデイキヤツプがわかるので，レース途中で各自の成績を予測する1つの目度に

も左るので便利である。

へ〔レース経過〕

本州南方海上を東に通過中だった低気圧と，それらをつをく．前線が南に押しやられ，スタート当日

の鳥羽は快晴，朝からスタート時の昼すぎまでEの微風という「行楽日エリ」であり，レースは南に

押し出された前線の後を追って，大陸から接近中の高気圧に追いつかれる前にフイニツシユできるか

という，高気圧とのレースになるのでは左いかと思われた。

真珠島沖1100に鳥羽レースの例にならって仮スタート。全艇機帆走でどうやらそろってカメラ

参に収まるよう苦労する。

5月5日1200，ヨセマル灯浮標とコミツテイポートを結ぶ線がスタートライン。ヨセマルのブ

イは後ろにウエーキを残している。強い潮が沖からw方向に流れており，スタートを切るレース艇を

真正面から押し込む形に左っている。風も真向いで,Eで2m<.らいしかない。

トップのスタートはくマイグレーータ－－＞，潮を計算した細い作戦でう室<下手からでる。

スタート後はくチタⅡ＞とくさがみⅡ＞が南のコース，岸寄りをタックしたがら南下し，スタート

後ろ0分ぐらいで，逆のタックで東進した他の5艇に大きく水をあける。＜チルデ＞，＜ミスサンバ
ヘ

ート｡＞は，伊勢湾に流入する潮の最強時（11:32）に，これに押しもどされる不利を避けるため

か，しばらくして反転して南にダツ々 ，＜チタⅡ＞，＜さがみⅡ＞を追う。＜マイグレーター＞だけ

が，転流後の伊勢湾からの南東方への強い押し出しを利用するため，さらに東進を続ける。

スタート後，風は南に振れ，，風力も強し，5～6Mぐらいにたり，日没前にはさらにSWに振れ

て，6～7m<.らいの手頃な風になった主うである。この風はレース艇が八丈付近に到達する玄で，

WSWにまで振れ左がら続いた主うで，スタート後24時間,4日の正午にはトップ・のくミスサンバ

ート癖＞が八丈を大きく離して廻るコースを引き，八丈のS5～6浬の所に到達するという非常に早い

ペースのレースに左つた･スタート後24時間の推定走行距離は，＜ミス．サンバード＞の166浬

をはじめ各艇とも140～150浬であり，八丈の西で強い黒潮の本流に乗ったことも手つだって，

－11－
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平均6ノットの速いペーースとたった。

黒潮をねらってくチルデ＞が大きく南に落したコースを引いたが，走行距離が延びたわりには，潮

によるう°ラスは大きく左かつた主うである。潮岬から黒潮が北には上らず，ほとんどEに流れ，どち

らかというと，少し南に振れてから北東流して，御蔵島あたりにつっかけていたため，烏羽からコー

スを南に下げても，黒潮の影響を受けるようになる玄でには，かなり走らをければ左らなかったので

はをいかと思われる。

4日の昼前後には風も弱まり，八丈島の束岸から南岸にかけて時計廻りの潮があり，レース艇の頭

を押える形に左ったので，廻航は大変時間がかかり，再スタートに近い形に左ってしまった。とくに

トップ°で八丈に取りついたくミス．サンバート’＞はスピンのトラブルと，八丈を南に大きく廻るコー

スを引いたことがマイナスと左り，大き左リート・をここで失ってしまった。

大島廻航後は4日の夜に左って風がNEの方向から安定して吹くようにたり，上り一本で伊豆諸島

の東を北上する形とたった。

レースの勝負はここでついたわけだが，優勝艇くチタⅡ＞の，この上りコースでの快走ぶりが目立

つ。廻航後フイニツシユまでくチタⅡ＞ははるかに大きいくミス．サンバーート＞とほとんど同じペー

スで同艇をピツタリマークして150浬以上の上りを走ったわけだ。ここでも平均5ノット以上のペ

ースを出したことになる。

トップで八丈を廻つたくチタⅡ＞に約3時間半遅れて，お互いに5分差で石積の鼻を廻ったくざが

みⅡ＞とくチルデ＞は，レーテイングもほとんど変らず，これまたフイニツシユまで着かず離れずの

大接戦をやり，大島付近までは大健闘したのだが，ここで，ついに高気圧につかまってしまい，廻航

後の上りで遅れたくマイグレーター＞とともに微風に左やまされ左がら，ラスl､スパートができず先

行艇をつかさえることができをかつた。

トツプグループのくミス．サンパーート､＞とくチタⅡ＞が5日18時過ぎに城ケ島でフイニツシュし

た時に，後続の3艇は波浮の線にやっと到達したばかりであった。相模湾では日中南寄りの風が

吹き，先行2艇がこれをつかんで，一気に城ケ島沖室でつめたのだが，後続艇は18時頃から，また

吹きだしたNEの風をつかんでからのフィニツシユとをり，とくに洲の崎の南，一番東寄りのコース

を引いたくマイグレーター＞は，風も弱く，潮も悪い所に入ってし主い，結局ラストに表ってしまっ

た。

以上のように，レース中は帰りの上りコースでの黒潮本流と,NEの風がぶつかるために予想され

た悪い波も，それほどひどく左かつたようである。どの艇も御蔵，三宅の東の海域では相当左波を経

験したが，これは明らかに黒削と風のぶつかりに主って生じたものであり，今後のレースでは今回よ

－12－
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り場合によつてはかをり悪い波がたつのではをいかと思われる。

〔帆走委員会日誌〕

4／29．廻航計画について横須賀保安部に連絡。廻航計画書は1艇が口頭で連絡した以外は全部

丈耆で提出された。

5／2．16：00横須賀保安部にSOS自動発信機の各艇のコールサインを連絡。同時に潮風Ⅲ

の参加不能を伝える。＜マイグレーーター＞のSOS発信磯について，自動のコールサインがをいはず

は左いが，と問合せあり。

S/2.15:00スタート。出艇申告について鳥羽保安部と連絡。「はまちどり」が伊良古水

道を出る主で着くと伝達あり。

5／3．13：30烏羽保安部に無事スターートを報告。出艇申告の人員に変更左し。ミス．サン

パート’13名,マイク’レーダー8名,＜チタ聖6名,さがみm7名7<ﾁﾙﾃ>4名，計38名と連絡。

5／4．15：30横須賀保安部より連絡。1430現在，飛行機で八丈の西に4艇確認，八丈

の西7m東からセールナンバー216(チタⅡ),338(マイグレーター),367(チノレデ),

164（さがみⅡ〉，晴，風290｡,10Kt,視界7m。非常に早いペースで進んでいるレース

艇の状況を知るはじめての手掛りとして，大変貴重であった。

5／5．9：10‐夕Ⅱ＞の丹羽婦人より，急用あるのでフイニツシユしたらすぐ．帰って来るよう

に伝言たの主れる。「高気圧が張り出して，前線が南に下ってしまったので，タイムリミットが心配」

とのこと。さすがヨット乗りの妻ではある。

5／5．9：50気象協会に八丈．三宅の気象状況問合せる｡9:00現在，八丈，雲りENE

5M・三宅NE10M｡昨晩はいづれもNE2～3M位。

10：00横須賀保安部より状況問合せ。本日も飛行機を出すとのこと。NEの風なので場合に

よっては御蔵，三宅の西に出る艇があるかもしれをいと伝える。

15：50気象協会に問合せ。12：00現在八丈NE5M,大島NE5Mo

14：00横須賀保安部より連絡，飛行機で確認の位置通達。11：35現在，新島北端800

18M580(ミス．サンバート’),216(チタⅡ）。

11：50三宅96｡15M367(チルデ),164(さがみⅡ),雲り，風60．

15Kt,波3,うねり2,視界10M°

12：45三宅55｡20M338(マイグレーター〕・全艇無事帆走中。これも大変貴重

な情報。これにより大体フイニツシユ時の見当がつく。

－13－



15：50気象協会問合せ。15：00現在，大島w5～6M,三宅E2～3M,今晩相模

湾はsからEで風弱い。

5／5．16：45城ケ島灯台博物館屋上より，＜ミス．サンバード＞，＜チタⅡ＞を確認。南

風にスピンをはっているため，か左り離れているがよくわかる。＜チタⅡ＞の出艇申告書によるとス

ピンは赤線1本だが，実際は2本。フイニツシユは1800前後か。

17：10上記のことを横須賀保安部に連絡。

18：06：18＜ミス．サンパート｡＞フイニツシユ。

18宮22：35＜チタⅡ＞フイニツシユ。

19：50以上横須賀保安部に連絡。また，＜チタⅢ＞帰港予定を連絡。22：30出港蒲郡に~
5月7日までに着く予定。

5／602：21：21＜さがみⅡ＞フイニツシユ。

02：59：11＜チルデ＞フイニツシユ。

03：15以上横須賀保安部に連絡。このとき，大島廻航レースのスタート後の連絡がなく，帆走

委員会と連絡がとれをいが，これでは困ると保安部より云われる。翌日，このことを大島廻航レース

の帆走委員に連絡，スタート後の連絡は明確にしてあるとと判明。横須賀保安部内の連絡不十分が原

因としか考えられ左い･

05：39：36＜マィグレーター＞フィニッシュ。

03：45以上横須賀保安部に連絡，協力を感謝。

〔レース中の事故〕

1）＜ミス．サンバーード＞，スピンネツトを使用しなかったため，フオアステイ，インナーフオア

ステイ（カツターリグ）にスピンがからまり，収拾つかを<なり，夜濁のことでもあったので，夜明

けを主ってマストに1人登らせて，結局4時間目に「のりまき」の収容に成功。

2）同艇ゼノァ破損。御蔵の南東約20Mの所で,NEの風が黒潮の本流に真向からぶつかるた

めか，波が非常に悪く，リーサイドでゼノアが波をしやくり，プットがライフラインに接触する所で

破損。一旦修理したが，童た破損，再び修理して続行。

3）＜さがみⅡ＞スピンハリャード切断。4日0150波悪〈，激しいローリングの中でクレモ

ナのスピンハリ'ヤート・切断。その後0530にジプハリヤート･でスピンを張ったが，0730黒潮本

流の中で波悪<，ジブハリのフ・ロックが開き，使用不能。

4）同じくくさがみⅡ＞’5日0300黒潮で波悪<両色灯が水中に入ったため消灯したが，予

－14－
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備の両色灯にとりかえて走る。

5）＜チルデ＞フオアステイのマストトップのスエージングターミナルが割れる。5日三宅沖ク

ロズホールト霞で帆走中，フオアステイ2本のため大事に致らず。原因については，剥れ口のサピの状

況等から，建造当時よりヒビが入っていたのでは左いかと報告ある。

〔し､〈つかの問題点〕

，）天測を含め,:全体としてナピケーシヨンの質の向上をはかり，優れたナピケーター多数を養

成する必要がある。

2）レース艇の掌握について，今回は気象，海象にめく．まれ，保安庁の飛行機による確認があっ

たため問題なかったが，将来帆走委員会の指示のもとに’艇以上にハム（アマチュア艇線）を積み，

陸上局を指定しウォッチをたてるなどの方法を具体的に考える必要がある。

ろ）黒潮，ローカルな海流，潮流をどについてできるだけ正確な情報を入手し,不正確なものは

極力避けること。

4)SOS自動発信機について。これを推奨備品とすることは，当然のことであるけれど，強制

備品とすることを今後も続けるかどうかについては充分検討していただきたい。自動発信機は決して

安価な備品ではを<，安全対策の本命は，事故を起さ左いようにすること，重た事故の場合自力でこ

れを克服することであり，との方面の対策を鼓重要視し，自動発信磯を積める艇は，できるだけ積む

ようにするとしても，当分は推奨備品とした方が良くはたいか。自動発信機を積んでいるから安全対

策が万全だというわけでは決してない。

5）コースについて，鳥羽スタートの今回のコースは大変優れているが，関東水域からの廻航の

負担，黒潮に対しての上りが鳥羽スタートの場合，全然ないこと等の点から考えると三崎附近からの

往復コーースの可能性は研究する必要がある。

6）レース運営本部の設定は，レースの時期がいわゆる「ゴールデンウイーク」の連休にかかる

ので，充分早目に決定する必要がある。

7）水路部から黒潮の流れについて貴重をデーターを提供していただき大変参考に左ったが，レ

ース終了後報告に行ったところ，われわれのデーターも水路部の方で色々塞考にまる場合もあること

が躍ったのだが，水温，流速等のデーターについては，今後もできるだけ正確なものをレース中に取

るように方法等研究する必要がある。

－15－－
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ユ966年第4回小網代カツう°レース

生
口 書報

恒例11月の小網代カップ.レースは大島を時計廻りに廻航するだけの70哩の短いレースとは言

え、季節柄NORCの数多いレースの中でも可成りきびしいレースである○18隻の申込艇の顔振

れを見ると、流石と思われる面を揃いである。

スタート前夜の25日の晩は猛烈な暴風雨であったo低気圧が980mb台に発達しながら日本

海を通り抜け、温暖寒冷前線が通過したのである。レース当日26日の朝は、低気圧は千島に去

り、大風は収まったカミ本州南東沖合の別の低気圧に北風が吹き込み、その上大陸に可成り優勢な

高気圧が張出して、北西の強い、寒いレースとなりそうな気象配置である。大島八丈島には強風

波浪注意報が出ている。

申込艇18隻中、出走艇11隻棄権艇7隻の内3隻が無断欠席であったが、やはり電話で一言

断るのがエチケットであろうolO:00、小網代湾口スタートo湾口では突風気味のNE7～8

堵o外は｛0％以上吹いている。三浦の島蔭を出るともっと強いかも知れぬ｡メンをリーフして
いる艇が多い。亜光はハリヤート‘トラブルで約10分遅れ、オリンパスⅡは、アンカーを小網代底

のチエンに引っかけて約30分遅れてスタートラインを切った。

大島迄は竜王崎を目指して30哩をNmの追手で一直線に突っ走るだけだ○昨日の南の強風にさ

そわれたのか大島北部は黒潮分流が可成り強く、NEの風が反対にぶつかり合って波が悪い。

14：35、サルモンⅡがトップ．で竜王崎を廻る之を追って14：45さがみⅡ、以下シレナ、

チルデ、モサⅢ、マンボ、くるしおが15：00前後一団となって大島の南側に廻りこんだ。

この時、シレナはスピンを展開して先行艇との距離を大分つめた力、艇長の自信とクルーの練度

には、近くを走っていた仲間はシャッポを抜いたらしい。稲竜も負けずにスピンをあげたが三角波

と三原山からのブローにあおられてプローチン、や援遅れて15：30廻航した。クラスV唯一隻

小粒のオリンパスⅡは遅れてスタートした為他艇の姿を全然見なかった力、元気一杯16：20

竜王崎を通過した。

竜王崎をかわすと風も波もや堅楽になって各艇2時間位で元町沖に達した力、勝負はこれからで

あった。

竜王崎迄の水温計測により黒潮の北東流の分布を知っていたさがみⅡI主たくみに順潮のコース

を引いて20：00には早くも小網代SW10哩の地点に達していたoシレナ稲竜も同橇黒潮流

域の、波の悪い海面を撰んで走り順潮を利用したoサルモンⅡ、くるし墨チルデ等は、伊豆こ近

へ

‐

■
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附
又
附きす誤又相模湾の奥深く突込みすぎ、順潮の恩恵をうけることが少くて勝機を逸した様である。

又モサⅢ、マンボは東京湾口に近附きすぎ、潮と風の角度が悪くなって遅れをとったらしい

レースの運びは急テンポで、27日零時6分､稲竜がフイニツシュすると次々ととびこんで来て、

レース委員はテンテコ舞であった○

04：30フイニツシユのオリンパスⅡを最後に今年度最後のレースは終ったが、各艇共初冬の

大島近海の豪快なレースに堪能したことと思う○

折から、玄海灘の貨物船東北の小型漁船、富士山の多数遭難誤海山の非報が相次いだ力､本

レースでは当然のことゞは言い乍ら、参加全艇力、自己の責任と判断の上に立って或る者は棄権し、
へ

出場者は全力を尽して完走し、いささかの危げもなくレースが完了したことは誠によろこばしいo

ﾚｰｽ中､四六峰当直警戒の労をとられた横須賀海上保安部警備救難課の皆様に厚くお礼申

し上げます。

レース委員長 修治

山下精一

鈴木康之

池田信一

山本憲生

長渡辺

星護郎

前田勉

白崎謙太郎

加藤鶴喜知

渡辺康夫

委 貝

へ

（41．12．7）

も
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スタート：昭和42年4月1日（土）20：00

コース：小網代一初島（反）－小網代

距離：約48哩帆走委員長稲

1967年度矛1回初島レー ス成績表
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国 敬
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ウイニング・フラッグ：1位・ケロニヤ、

賞杯：クラスⅡ。1位°潮風Ⅲ

計98名フアースト・ホーム：ミス｡サンバード

2位・もさⅢ、5位・SHARKX

クラスⅢ。

クラースⅣ。

クラスV。

1丘。トンガ、2位･竜王丸

1位。もさⅢ、2位・sHARKX、5位。シレナ

1位・ケロニャ
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第 一回大島廻航レース成績表

昭和42．5．6～7 NORO関東支部

I

ｾｰﾙ妬｜艇名オーナー
修正時間

（c，T、）

-一一一一一・一一一時一一ローーー■■■ロー
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第一回八丈島レース成績表
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－20－
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ユ96，7第ユ回レース会計報告

（42．5．23）

レース帆走委員長稲
一
自
国 敬

収入の部

参加申込料

参加申込遅延料

参加料（会員）

〃（一般）

へ

22隻

6〃

55名

17〃

’
一
－

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
５
０

２
２
Ｚ
４

１

２
１
２
３

三L
同I 95，500－

支出の部

レース本部運営費（宿泊費食費、交通費）

才1回艇長会議借室料

コミツテイーボート借料

通船借料

印刷費（帆走指示書出艇表等）

消耗品費（文具、電池等）

雑費

24，654－

一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
８

５
０
０
０
５
０

７
０
５
５
５
２

り
７

７
１

１
３
５
１
６
２

一

二十
口I 42，962－

差引残額 52，558－
’

b
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第ユ回大島廻航レース会計報告

（42．5．15）
巳

久レース帆走委員長関根
』

収入の部

参加申込料

参加申込遅延料

参加料（会員）

〃（一般）

17隻

2〃

38〃

11名

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０
，

Ｉ
４
Ｒ
２

１

１
２

へ

62，000－二斗

両！

支 出の部

レース本部運営費（食費．交通費）

才1回艇長会議借室料

コミツテイーポート借料

謝礼金(M、Y、C.三戸浜寮）

印刷費（帆走指示書出艇表、報告書等）

記念品代（ワッペン（100個）

鯉のぼり（1張）

雑費

計

差引残高

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

２
１
０
０
２

９
２
２
４
ａ

ｌ

ｌ

へ

16，650－

150－
P

5ス300－

’
一

０
－
０
－

岬
一一
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第ユ回八丈島レース会計報告

（42．5．16）

レース帆走委員長大儀見薫

収入の部

参加申込料

参加料（会員）

江の島歓送会会費

鳥羽前夜祭会費

隻
名
名

６
３
０
３
４１

一
一
一
一

０
０
０
０

０
０
０
０

０
５
０
３

１
９
１
ｆ

６
６
２
５

１
４
１

一

51名

72800－計

支出の部

レース本部運営費（宿泊費、食費、交通費）

才1回艇長会議借室科

コミツテイーポート借料

特設電話及び電話料

歓送会会場喪（料理共）

前夜祭会場費（〃）

謝礼品代（燈台博物館、他1ケ所）

印刷費（帆走指示書案内書等）

記念品代（ワッペン80個、鯉のぼり6張）

〃（参加艇写真）

航跡図（チャート）7枚

雑費

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
０
０
０
８
０
０
０
０
０
０
６

５
３
０
３
０
０
５
５
９
６
８
６

１

９
７

ｊ
１

９
１
９
，

６
１
５
４
２
０
４
Ｉ
５
８
２
４

４
１
１
５
５
１
１

一

200，215－
＝『

肩T

差引不足額 120，415－
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回会員の異動

特別会員より普通会員へ

5413末延道彦(BERMUDA)

普通会員より特別会員へ

3428J・JANssEN(TI工』D皿）

6602加藤圭介(PHOEN工x)

6728TERRANOEm.WIRTA(SEAW工TCH)

5025P．R.GAINE(WHITECREISTI)

準会員より普通会員へ

6659村上義雅(MUsE)

､

ﾛ

へ

囹新登録艇紹介

i－－『－－｜

|ｾーﾙ流|艇
I

I｣OA×I｣WL×B×．オーナー氏名フリー卜

I

IR工GクラスTCF
ワ
ロ
ノ
〆

｜

’

山崎達光油壺

森茂葉山

福山美晴油壺

BRN…面F"

道島一夫江の島

浜野弥一〃

池村久雄油壺

柴田義明小網代｜

浜尾洋一江の島｜

湯浅明彦（沼津）｜

山田晴由江の島I

580

354

300

597

196

399

601

602

605

604

皿
恥
鷹
弥

Ｂ
Ａ
工
工

Ｎ
Ｇ
Ｔ
Ｔ

Ｕ
Ｓ

Ｓ
Ｅ
Ｉ
１

ｓ
Ｖ
Ｒ
Ｋ

Ｓ

工
Ｈ
Ｍ
Ｃ
白
浜

８２
－

８

Ⅱ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ

Ｓ
〃
〃
Ｋ
Ｓ

ー、294×236×8，×39

畑、？〃7ル

ス65×6．43×2．525×1．35

唖

Ⅳ一｜ス48×5．90×2．34×1．40
ノノ

Ⅳ′′′′”′〃′々〃－24，11×20．0×ス6×50

sⅣ一2411×2“×ズ6><5'0“

S〃一6．71×5．02×2．06×1.4d?z

S〃－ス44×6．50×2．51

s〃一26×20×7'6文4勺’

SUNRISEl

桜 工

TAROH

OZZ

祗 王

0

『
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秀

一 へ
、

新入会員紹介（42.ユ｡ユー42．5．31）

１
１

'会員番号｜氏名住所(TEL)

（特別会員）

7746福山晴美東京都港区赤坂8－11－47（402）2870

7747道嶋一夫〃港区芝琴平町15（501）9879

7752浜野弥一〃品川区旗の台6－17－24（781）2431

7755江畑一路〃品川区南品川5－233

7756池村久雄〃世田谷区東玉川町67（720）3541

7766柴田義明〃三鷹市新川807（0422）44－7325

7769浜尾洋一〃府中市清水丘1－13（0423）61－8048

7791湯浅明彦静岡県沼津市大岡2132－1太田寮内

7796山田晴由i東京都北区王子1－15－5

勤 務 所属艇

－－－－－－’

先 フリート

I

㈱福山ピｱﾉ社(293)29811油壷IcHR's囮ｴNA

㈱平吉（50')987,江の島|白鷹
日本ナショナル金銭登録機KK}"|浜弥

富士銀行池内南支店(211)88州|小網代|BERMUD"
三協海運KK(273)18111油壷SUNR工SE

日本大学生産工学部建築科(在学）〃j､網代桜工

浜尾商店’江の島TAROH

東芝機械KK沼津工場沼津OZZ
（0559）62－5240）

認…恩学(在学）江の島祗王

Ａ
鷹
弥
工

（普通会員），

7759山口徳行’ネ捺川県大和市中央6－2－6（0462）61－2245｜横浜国立大学工学部造船科(在学）

7740石田順康，東京都杉並区下高井戸1－143日鉱寮内！日本鉱業KK金属営業課
(505)7190! （582）2111

7741近江健一神奈川県鎌倉市小町1－15－5（0467）2－0140｜慶応義塾大学（在学）

7742中村舛三〃横浜市中区相生町6－104中村船具工業KK

（045）68－0941

7743梅野裕二’東京都品川区西大井4－12－5（772）3345関東電気工業KK
（045）44－3256

7744繩井松男’〃小平市j､川東町2800－1（0425)41－111プﾘｦﾐｽﾄﾝﾀｲﾔKK技術本部

7745伊達正晃埼玉県所沢市宮本町2－24－13都立大学工学部電気工学科(在学）

7748三浦征幸東京都中央区越前堀1－10（551）8957三幸被服KK(551)0562

775ろ佐々木邦雄神奈川県横浜市中区西竹之丸13ソ=F-KK研究所矛三研究室
（045）64－4830 （045）33－8261

ﾘﾘ琴|繩輩駕隠聴鱒,‘駕篭醤{‘‘,;爵,，
藤沢（22）3818

7758角田敏和〃三浦郡葉山町一色18ろ4自家営業（建築業）

77591飯田博〃横須賀市長瀬1－648東亜ヨットKK(0468)41－5214

7760末次信夫〃〃平作町3686！大洋漁業KKトロール部漁業課
（531）1111

7761中馬勇東京都世田谷区下馬町1－329東京電力KK労務部保健課
東電才3三軒茶屋寮内（501）8111

7762伊藤奉充，ネ捺川県横浜市金沢区六浦町1635

7763高原猛〃〃磯子区上町9－26アジアﾏガジヱズ社(502）0641－5
（045）75－5036

7764土肥由夫東京都世田谷区下馬2－59旭荘内i舟艇協会出版部（561）7310

7765辻秀樹||夛神奈川県三浦郡堀の内797日本長期信用銀行（211）5111

7767広顛秀俊東京都大田区田口調布5－28－1（721）5820千代田生命保険KK

7768鳥島信吾〃〃矢口1－29－2黒沢商店ﾃﾚﾗｲﾀｰ課(571）
（571）168ろ

7770三浦克巳〃世田谷区北沢1－23－17法政大学工学部（在学）

7771船越康男〃中野区上高田1－1－16（363）4912㈱桂建設計画匠房(542）4871

7772佐々木肇！〃世田谷区松原町2－46－6金商又-KK

（528）78ろ4

7773千津井耕造！〃台東区浅草橋3－29-7(851)2630SB食品KK(668)0551

7774今関秀夫〃中央区佃1－4－10今関荘内（551）2476

7775、小沢美弘〃大田区南馬込4－12－5（771）8098｝中央大学（在学）

7776滴本和夫埼玉県大宮市大成町3－446
1駒沢大学（在学）

江の島SOROIERE

油壷'八丈，

煙の島|""…エ
ー’一

江の島IEMERADA

l－
油壷|局 麗

〃 〃

伽繍蛎"扇｡曹
"IMISSSUNmD|

諸磯|N｡AH-↑21

〃 〃

小網代INADJAn

江の島白鷹

小網代Km工｣ON工A

〃’飛車角’

横浜mONGA

油壷だぽはぜ

小網代飛車角i
葉山,BIJUEB工RDV

小網代飛車角

〃竜王丸｜

〃1かまくら

油壺MmSSm虹RD|

〃，〃

小網代T工IJDE

油壷M[mSUNBIrm

〃 〃
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一ヘ

r~-

一
‐
‐
１

｜
ウ

フリート｜所会員番号｜氏名’ 勤務先
艇’

属住 所(Tm工』）

I

（普通会員）

藤井邦雄

中川道雄

大河原明徳

友田勝敏

尾俣健一

西尾碩人

岡武人

鳥飼俊宏

安岡忠義

福島巍也

小山順子

東京都港区南麻布3－10－11（473）2543

〃板橋区中台1－8－11（935）4455

神奈川県川崎市生田1776（044）91－5554

東京都港区赤坂8－3－2鈴木万平方

〃新宿区淀橋645（572）2044

〃世田谷区豪徳寺2－27－15（428）5930

神奈川県逗子市逗子7－12－22

〃横浜市中区海岸通り公団住宅8－408

〃藤沢市江の島200－3（0466）22－4766

東京都杉並区下井草2-:24-'‘榎本方(:鯉
神奈川県横浜市金沢区西柴96

横須賀市横須賀米海軍基地

7777

7778

7779

7780

7781

7782

7783

7784

7785

7787

7788

7789

7790

7793

7797

7800

7801

清水建設KK研究所(535)4111

中央大学（在学）

日本郵船KK海務部労務一課

NETテレビ業務部(405)3111

，尾俣木材KK(342)5601

’東京医科大学x射線科

慶応義塾大学（在学）

日本住宅公団関東支所
西三田工事事務所

㈱共栄社工事部
（045）68－0641

早稲田大学理工学部（在学）

代
壺
島
壺
代

網
の
〃
網
〃

小
油
江
油
小

KE工」ONIA

SUNBIRD

NUS

M工SS

OYG

｜

｜
’
丈
皿
丸
角
Ⅲ
Ⅱ
角
州
Ⅱ
竜
根

．
Ｒ
Ｈ

Ｂ
Ｏ
Ｃ
み

弧
王
車
さ
車
皿
、
〃
Ａ

が
Ｒ
Ｗ
Ｊ

Ｓ

Ｇ
Ａ
Ｄ

Ｓ
工
Ｅ

八
皿
竜
飛
も
さ
飛
Ｍ
Ｓ

神
恥
応
利

〃

〃

〃

油壷

横須賀

〃

油壷

小網代

油壷

小網代

ﾁｴｰｽマンハッタン銀行
（0468）22－5160

U、S、N、W、F･王迩迎江NS

R.M｡SCIRNI皿正」

中川隆之

若林延秀

北村純一

伊藤誠

〃 〃 〃 〃

東京都杉並区大宮前6－448（591）3492

神奈川県横浜市港北区菊名町620（045）40－2485

〃横須賀市東浦賀1－43

東京者噺宿区戸山町1国立聴力言語障害ｾﾝﾀｰ官舎
（202）7965

神奈川県横浜市南区唐沢45（045）64－5595

束京者壜田区向島5－46－1（623）4541

神奈川県横浜市港北区綱島町660松下通信矛5社宅

〃 〃磯子区杉田町1117

（045）75－5350

〃 〃神奈川区白楽109
（045）49－2255，

〃 〃神奈川区西寺尾714日産西寺尾寮｜
（045）40－0976

東京都中野区中町2－17－11士屋方(381）0684

神奈川県鎌倉市手広1421

東京都世田谷区代沢2－24－3

学習院大学（在学）

日本計算器販売KK(292)1611

バプコュメク日立KK横浜工場

相馬通信機KK（？83）5181

田代一宏

小林一行

鈴木知二

池田育生

7802

7803

7804

7806

島喜商苫（668）7181

日本ナシヨナゾレ金銭登録機KK
（582）6111

〃 〃

〃 〃

KEIJONIA

潮

〃

江の島山一証券KK横浜支店
（045）65－1581

東京工業大学大学院（在学）7807 下河辺明 小網代 はやとり

大山勝次7808 日産自動車KK研究所研究室
（0468）61－8211

千葉大学医学部（在学）

東京トヨペツトKK築地営業所

東武鉄道KK事業部

〃 〃

小林敏男

伊神武

清水泰治

7810

7812

7814

油壷くるしお

諸磯SEAOROWN

油壷稲竜

（準

鈴木

緒方

辰巳

高橋

加藤

会員）

厚次

信次

重正

太郎

直

東京都千代田区富士見町2－6（261）4751

〃港区芝白金三光町559（441）9570

〃新宿区西大久保5－53（563）8811

神奈川県南区最戸町501望月方(045）7ろ－7020

慶応義塾大学（在学）

〃 〃

〃 〃

横浜国立大学工学部造船科(在学）

7749

7750

7751

7786

7798

7799

7805

7809

油壷DAMOI

〃〃

〃 〃

油壷DAMOI

"KAYSEVEN

諸磯ROO工NANTEn

〃I｣OTUS

江の島ITAROH

東京都中央区築地6－21（541）8294

〃目黒区南3－6－15（717）3216

〃北区西ケ原4－45－12（911）4719

〃足立区東和2－7－16（605）8880

〃江東区深川越中島2東京商船大学々生寮

慶応義塾大学（在学）

〃 〃

立教大学（在学）

函鍵大学（在学)距舞

東京商船大学（在学）

足立隆之

大口善太

石井雄一

木元裕俊

l
l

7815｜

’
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会 員 現在数

42．5．31．現在

、

｜特別普通 準 計

、

－－－－1－一一一一一一

東
海
海
都
海
計

内
合

関
内
東
京
西

113

51

22

16

8

190

552’43

87

674，． 1

2 65

104

542153

508

118

90

47

22

785

二
I

11 1

1

回 年会費納入についてお願い

NOROニュースの刊行が遅くれたこともあり、銀行振込用紙もオーナー各位にしかお送りし

ませんでしたが、本年度外洋レースー覧表の注意事項欄に記載されておりますから御照覧の上至

急お払込み願います。

特別会員多6，500（油壺記念碑基金含み）

普通会員多3，500（〃〃）

準会員夢'’500（〃〃）

払込先

現金～東京都港区芝琴平町55船舶振興ピル6階

社団法人日本外洋帆走協会

銀行送金～日本勧業銀行京橋支店（口座名）
｝

住友銀行虎の門支店日本外洋帆走協会

へ

､

－27－



囹小網代湾内の埋立，妨波堤建設工事に伴う船舶の航行注意について

標記の件につきまして今般（6月1日付）横須賀海上保安部長主り、昭和42年6月5日から
昭和44年6月30日迄（2カ年間）の間埋立及び防波堤の建設工事が実施されるので入出港す
る船舶は充分注意するよう通知をいただきまし起会員各位には工事の標識に注意して艇の安全
に一層留意して下さい。

（工事施行計画）

1．埋立地護岸建設工事～42．6～45．8

2．防波堤築造工事～45．11～44．5

5．標識設置～昼間、赤旗夜間、紅灯

◎油壺港灯台設置の実現について

昭和ろ9年当協会発足直後より運動をして参りました諸磯灯台建設の件については、その後毎

年陳情書を提出、その実現を強力に推進して参りましたが、昨41年10月の航路標識整備促進

会に加入して各方面に陳情の結果建設の基本的な問題点の解決を見て、目下細部に亘り海上保安

庁灯台部で設計計画中であります。その間数度の現地視察も行なわれました結果建設地について

は諸磯の海岸で沿岸障害標識（副灯を併置して暗礁を照明）として経費約数百万円を計上するこ

とに決定を見ておりますので昭和42年度には完工する予定でありますので御連絡します。

三管本部において検討の結果工事日程については次の通り予定されている。（これは東京港入

口に海中灯標の大計画があるのでおくれる由）

調査､･設計終了10月末

工事着手11月初

灯塔完成1月末

灯機12月～1月

灯機取付2月末

以上

○監督官庁、運輸省、海運局による監査実施される

42．5.ろ11000より海運局河原、中川官により運輸大臣の主管に属する公益法人の設立

および監督に関する規則により実施されたが

協会より飯島、則武、麻里立会して定められる点につき詳細なる質問が行なわれ各法定帳簿の

点検あり、その結果本部関東支部については経理関係につき問題点はなかったが各支部の経理そ

の他について再度42．6．15、1500より各支部よりの関係者の出席を求め帳簿その他の監査

－28－
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を行うことに決定され飯島専務より各支部（除広島）に連絡された。

その結果により海運局より指示その他が通達される予定であります。

なお、業務監査は2年目毎に施行され、今回は才2回目に当ります。

第ユヮ回大島レース報告書

レース帆走委員長安岡信一

大島レースも初まって本年で17回となりました｡17年の間にはNOROも色々 の事があっ

たと思います。今回のレースは出艇申込みが33隻ありNOROも大きく発展したものだと云う

感じを強く受けました。私達委員は26日15．00にヨツテル内へ本部を設置し20．00より

21．00まで出艇申告の受付をし21．15より艇長会議を行いました。艇長会議に計りスタート

時より本部を小網代の丸八旅館にうつす事に致し、其の他帆走指示書の事項を再確認して艇長会

議を終り、各艇長は明日のスタートにそなえてそれぞれ引上げて行きました。27日08．00薄

曇り北東の弱い風を利用して、スタート、スタート直後各艇は色取りどりのスピンを上げ一路初

島をめざしますがミス．サンバート‘はスピンを張ってスタートラインを出て行った為かスタート

がおくれ艇長の大きな声の号令が我々コミツテイポートまで聞えました。スタート後三浦半島側

に北上する強潮が（さがみⅡ調べ水温20．5度船位が1時間に1海里の横流れあり）みとめられ

た初島に近ずき風が落ちると大型艇は進路方向に艇をむけられず苦労する。真鶴半島にとつき潮

の影響をさけるつもりの艇があったが初島に直接にむかった艇が潮流の変った為か初島をすんな

り廻り、真鶴にくっついた艇はおくれてしまう。初島通過時刻はサンバードをのぞいて約1時間

位の間に全艇通過、波浮を直線で向う艇III奈に向う艇各艇長の考えている方向に向う直線で大島

に向った艇は逆潮にもかかわらず北東の風が吹き出した為川奈に向った艇とほ賀同じ所要時間で

大島に着いた。相変らず大島西側には強い海流がありシヤーク十世の航跡図によると大島渡りで

41ノットのスピードで1時間に約1.5海里の横流れがあった（水温21．5度さがみⅡ調べ）大

島の東側には海流がはいっていなかったが（水温18度さがみⅡ調べ）23．30頃波浮沖で小さ

な前線が通過し約15m,の風が吹ぎ波が悪かった。各艇大鳥通過後三崎に向う0．500頃小網代

港口にミス．サンバート‘の勇姿があらわれるが港内で風が落ちる為、シヨートタツクでフイニツ

シユする｡052725、続いて1時間後、潮風Ⅲ、K－7と入って来るがK－7の後に小型艇

がついて来る。もさⅢだ、今回は風が弱く小型艇が有利ではあったが堂々と大型艇の中にまじつ

－29－



てのフイニツシユは立波でやはり乗手がそろっている為でしょう．初島から大島までは大型艇

小型艇があまり差が付けず大島から小網代までの上りが勝負であった。大島では好位置にいたシ

レナがヨールの為、のぼりがよくなくフニツシユでは14位であった。其の他大型ヨールのK一

7をのぞきヨールの艇はのぼりがよくない為大島より三崎までの間が成績が悪かった。08．30

に保安部より電話連絡があり0ズ45現在城ケ島方位200度沖合125マイルに最終艇と見ら

れるオリンパスⅡを確認したと連絡あり、其のオリンパスⅡも12．35．58秒にフニツシユする

が飛車角が帰って来ない、日曜日の為油壺より出た船が多い為飛車角の帆影が判らない．15．00

になり飛車角発見15．16．05にフニツシユ早速出艇全艇フイニツシユを保安部に連絡し全員本

部に引上げる。

以上簡単な報告ですが最后に此の紙面を借りまして三管本部と各保安部の皆様に御礼申し上げ

ます．

42 5．50
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（昭和425．27～28）
第’7回大島レース成績表
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箒17回大島レース会計報告

（42．6、6）
1

レース帆走委員長安岡 信
勺

収入の部

参加申込料

参加申込遅延料

参加料（会員）

〃（一般）

へ
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レー.ス本部運営費（宿泊費、食費、交通費）

才1回艇長会議借室科

コミツテイーボート、モーターボート借料

発電機借料（ガソリン代込み）

諸礼金(M、Y.C.油壺ヨツテル）

電話科、心付、（丸八旅館）

印刷費（帆走指示書、出艇表）
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◎支部だより（抜幸）

内海支部

去る5月のゴールデンウイークを利用して「内海ランデフ．－」を5月3日白石島で開催さ

れ盛会を極められたとのことです，

東海支部

本年度の役員をご紹介しますと、

支部長角田博レース委員長丹羽由昌

安全委員長大橋郁夫計測委員長水上健

海事普及委員長角田博監査委員天野和茂

事務長大橋郁夫

鬼崎フリートキヤプテン天野和茂

三河湾〃〃大橋郁夫

以上

1
２

、

4

へ

本年度のレース計画は
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近着のニュースによりますと安全委員会主催の安全演習を鬼崎港で6月17～18日に施行
するo尚7月の例会には表彰パーティを開催されるとのこと、その節はCHITAⅡ世のもた
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らした「才1回八丈島レース」優勝による高松宮賜杯と関谷会長杯が会場の雰囲気をたかめる

ことゞ思います。

京都支部

井上支部長のお人柄と後輩御指導の熱意とによって新規会員と新艇加入が著しくふえて

ろ
1

によって新規会員と新艇加入が著しくふえて

来ました。
勺

新艇紹介しますと
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備考～9，//15～17は才12回全日本シーホス級選手権大会開催につき委員

艇として支援するためレースなし

？
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西内海支部

才4回総会にて承認され、誕生いたしました西内海支部も着

ます。

役員をご紹介しますと（結成当時によるもの）

支部長田中敬一安全委員伊藤

計測委員藤沢洵レ堂ヌ雲五反田

会計監事内藤勲〃土屋

普及委員藤井成之総務委員大宮

〃 大宮秀男．

4

誕生いたしました西内海支部も着々と発展の航路を進んでおり

１
１武夫

讓治

直人

秀男
へ

レース計画は

戸
８
１

I

’
レース名 開催日 コー _ス

奥村杯ﾚｰｽ:4／21吉島~宮島

瀬戸内海横断ﾚｰｽ5／28呉~高松

前島レース7／22宮島～前島～宮島
～23

黒神レース’0／’宮島～黒神島

／中国.四国ヨット協I．

(会主催大会に特別）
､参加′

’

1

一
1

西内海支部所属艇のセール妬は「800」代を使用することになりました。 +
1．
凸

ノ
I
、

編 集後記

次号はなるべく早く刊行するkうにします。

原稿をお寄せ下さい。（麻里記）
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